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平成 27 年 11 月 4 日 

各 位 

会社名：株式会社じもとホールディングス 

代 表 者 名 ： 代 表 取 締 役 社 長  粟 野  学 

（ コ ー ド 番 号 ： 7 1 6 1 ）   

   問合せ先：常務取締役総合企画部長 坂本 行由  

（ T E L . 0 2 2 - 7 2 2 - 0 0 1 1 ） 

 

 

業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年 7 月 31 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

記 

 

● ● ● ● 業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正についてについてについてについて    

    

平成 28 年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 27 年 4 月 1 日～平成 27 年 9 

月 30 日） 

 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 
１株当たり中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,300 
百万円 

2,400 
円 銭 

12.44 

今回修正予想（Ｂ） 3,200 3,200 16.92 

増減額（Ｂ－Ａ） 900 800  

増減率（％） 39.1 33.3  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 3 月期第 2 四半期） 
3,441 3,450 18.29 

   

 

平成 28 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31 日） 

 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,900 
百万円 

2,900 
円 銭 

14.27 

今回修正予想（Ｂ） 3,600 3,500 17.62 

増減額（Ｂ－Ａ） 700 600  

増減率（％） 24.1 20.6  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 3 月期） 
6,751 5,986 30.83 
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修正の理由 

    当社子会社の株式会社きらやか銀行及び株式会社仙台銀行において、好調な市況のもと、有価

証券利息配当金の増加に加え、株式の売却益を計上したことにより平成28年3月期第2四半期（累

計）連結業績予想を上方修正するものであります。 

平成 28 年 3 月期通期連結業績予想につきましては、第 2四半期までの業績見通し、及び今後の 

不透明な市場動向を踏まえ、経常利益 36 億円、親会社株主に帰属する当期純利益 35 億円を見込

んでおります。 

 

 

＜ご参考＞ 

子銀行の平成 28 年 3 月期第 2四半期（累計）業績予想の修正（平成 27 年 4 月 1 日～平成 27 年 

9 月 30 日） 

 きらやか銀行 仙台銀行 

 経常利益 中間純利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,100 
百万円 

1,000 
百万円 

700 

百万円 

600 

今回修正予想（Ｂ） 1,500 1,300 1,300 1,200 

増減額（Ｂ－Ａ） 400 300 600 600 

増減率（ ％ ） 36.3 30.0 85.7 100.0 

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 3 月期第 2 四半期） 
1,163 959 1,925 2,159 

 

 

子銀行の平成 28 年 3 月期通期業績予想の修正（平成 27 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31 日） 

 きらやか銀行 仙台銀行 

 経常利益 当期純利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,500 
百万円 

1,400 
百万円 

1,200 

百万円 

1,100 

今回修正予想（Ｂ） 1,900 1,700 1,700 1,500 

増減額（Ｂ－Ａ） 400 300 500 400 

増減率（ ％ ） 26.6 21.4 41.6 36.3 

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 3 月期） 
3,392 2,337 3,228 3,376 

 

（注）上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後 

様々な要因によって変動する可能性があります。 

 

以 上 

 

 


